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メ モ ３１１「伝える／備
える」次世代塾を運営する推進
協議会の構成団体は次の通り。
河北新報社 東北福祉大 仙台
市、東北大、宮城教育大、東北
学院大、東北工大、宮城学院女
子大 尚絅学院大 仙台白百合女
子大、宮城大、仙台大、学都仙
台コンソーシアム、日本損害保
険協会、みちのく創生支援機構。
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抹

人
ご
と
で
は
な
い

荒
浜
小
の
視
察
で
以
前
の
地

域
の
生
活
や
震
災
以
降
の
経
過

を
知
り
、
同
じ
時
間
を
生
き
て

い
る
自
分
に
も
起
こ
り
う
る
出

来
事
で
人
ご
と
で
は
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
記
憶
と
教
訓
を
風

化
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
。
同

世
代
の
ガ
イ
ド
の
話
を
聞
き
、

自
分
も
伝
え
る
役
割
を
担
え
る

と
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
（
仙

台
市
青
葉
区
・
東
北
大
２
年
・

柴
田
美

み

夢
ゆ

菜
な

さ
ん
・

歳
）

柔
軟
な
対
応
必
要

長
沼
さ
ん
か
ら
債
務
整
理
の

制
度
を
利
用
で
き
た
被
災
者
が

少
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞

き
、
被
災
者
を
救
う
た
め
に
、

も
っ
と
柔
軟
に
対
応
す
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。
避
難
所
や

仮
設
住
宅
の
生
活
は
、
自
分
だ

っ
た
ら
周
囲
の
音
や
目
が
気
に

な
っ
て
、
厳
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
（
仙
台
市
青
葉
区
・
東

北
福
祉
大
３
年
・
細
梅
倫

の
り

央
お

さ

ん
・

歳
）

受
講
生

声

活
再
建
の
苦
労
知
る

被
災
者

法
制
度
の
壁
指
摘

荒
浜
小
の
被
害
に
つ
い
て
話
す
矢
崎
さ
ん

‖
８
日
、
仙
台
市
若
林
区

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
つ
い
て
説
明
す
る
長
沼
さ
ん

‖
８
日
、
名
取
市
閖
上
の
日
和
山

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に
河

北
新
報
社
な
ど
が
開
く
通
年
講

座
「
３
１
１
『
伝
え
る
／
備
え

る
』
次
世
代
塾
」
第
６
期
第
９
、

回
講
座
は
８
日
、
仙
台
市
若

林
区
の
市
震
災
遺
構
荒
浜
小
と

名
取
市
閖
上
を
視
察
し
た
。
大

学
生

人
が
、
荒
浜
地
区
で
震

災
伝
承
と
追
悼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
に
取
り
組
む
団
体
「
ホ
ー

プ
・
フ
ォ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
メ
ン
バ
ー
と
、
閖
上
に

自
宅
を
再
建
し
た
被
災
者
の
話

を
聞
き
、
津
波
被
害
の
ほ
か
、

伝
承
活
動
や
生
活
再
建
の
課
題

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

海
か
ら
約
７
０
０
㍍
に
あ
る

荒
浜
小
は
津
波
で
４
階
建
て
校

舎
の
２
階
ま
で
浸
水
し
た
。
受

講
生
は
折
れ
曲
が
っ
た
ベ
ラ
ン

ダ
の
鉄
柵
や
壊
れ
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
壁
な
ど
、
津
波
の
爪
痕

が
残
る
校
舎
を
見
学
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
宰
の
市
嘱

託
職
員
高
山
智
行
さ
ん

、

メ
ン
バ
ー
の
東
北
大
４
年
矢
崎

碧
さ
ん

、
会
社
員
浜
岡
恭

太
さ
ん

が
案
内
。
児
童

人
を
含
む
住
民
ら
３
２
０
人
が

避
難
し
た
学
校
の
様
子
、
人
が

住
め
な
い
災
害
危
険
区
域
に
な

っ
た
地
域
の
経
過
と
住
民
の
思

い
を
語
っ
た
。

団
体
は
住
民
の
聞
き
取
り
な

ど
を
基
に
伝
承
活
動
を
続
け

る
。
山
梨
県
出
身
の
矢
崎
さ
ん

は
「
記
憶
を
伝
え
次
の
災
害
に

備
え
る
こ
と
が
大
事
。
被
災
地

出
身
で
は
な
い
自
分
も
関
わ
っ

て
話
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
皆

さ
ん
も
伝
え
る
側
に
な
り
、
学

ん
だ
こ
と
を
勇
気
を
持
っ
て
周

り
の
人
に
つ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

名
取
市
閖
上
の
日
和
山
で

は
、
閖
上
中
央
町
内
会
長
の
長

沼
俊
幸
さ
ん

が
自
分
の
津

波
体
験
、
地
域
の
被
害
と
震
災

前
後
の
変
化
を
説
明
し
た
。

同
地
区
は
津
波
で
７
９
０
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
。
長
沼
さ
ん

は
「
過
去
の
津
波
を
記
し
た

碑
は
あ
っ
た
の
に
『
こ
こ
に
は

津
波
が
来
な
い
』
と
思
い
込
み
、

逃
げ
な
い
住
民
が
大
勢
い
た
。

教
訓
を
伝
え
て
こ
な
か
っ
た
」

と
話
し
、
過
去
の
災
害
を
知

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。一

方
で
「
大
雨
な
ど
災
害
は

日
本
中
で
起
き
る
。
異
変
を
感

じ
た
ら
ま
ず
逃
げ
て
自
分
の
命

を
守
っ
て
ほ
し
い
」と
、地
震
、

津
波
以
外
の
災
害
に
も
目
を
向

け
る
よ
う
促
し
た
。

会
場
を
名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン

タ
ー
に
移
し
、長
沼
さ
ん
は「
二

重
ロ
ー
ン
と
生
活
再
建
」
と
題

し
て
震
災
後
の
歩
み
を
振
り
返

っ
た
。
仮
設
住
宅
に
６
年
半
住

み
、
２
０
１
７
年
７
月
に
閖
上

に
自
宅
を
再
建
。
津
波
で
流
失

し
た
築
９
年
の
家
と
２
軒
の
ロ

ー
ン
を
払
い
続
け
、
旧
宅
分
の

返
済
を
や
っ
と
今
月
終
え
た
と

い
う
。

「
震
災
後
に
債
務
整
理
の
制

度
が
で
き
た
が
使
え
な
か
っ

た
」
と
報
告
。
仮
設
住
宅
の
使

用
や
住
宅
再
建
で
災
害
救
助
法

が
壁
に
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
、

「
住
ま
い
は
生
活
再
建
で
一
番

重
要
。
被
災
者
の
救
済
に
つ
な

が
る
よ
う
に
制
度
や
法
律
を
見

直
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。
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ロ
シ
ア
に
よ
る

〜

日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
一
斉
攻
撃
で
は
、

人
以
上
が
死
亡
し
、
首
都
キ
ー
ウ
（
キ
エ
フ
）
中
心
部
に
も
ミ
サ
イ
ル

が
着
弾
、
高
層
ビ
ル
が
激
し
く
損
壊
し
た
。
近
く
の
６
階
建
て
ア
パ
ー

ト
に
は
、
激
戦
地
か
ら
逃
れ
て
き
た
女
性
ら
が
住
む
。
「
安
全
な
は
ず

の
キ
ー
ウ
が
攻
撃
さ
れ
る
と
は
」
。
顔
に
は
無
数
の
切
り
傷
。
窓
ガ
ラ

ス
が
吹
き
飛
ん
だ
部
屋
で
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。

撤
退
時
に
放
置
さ
れ
た
ロ
シ
ア
軍
の
装
甲

車
‖
２
日
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
イ
ジ
ュ
ム（
ゲ

ッ
テ
ィ
‖
共
同
）

ロシアのミサイル攻撃による爆風で負傷したリータさん。窓ガラス
が吹き飛んだ部屋で途方に暮れていた‖ 日、キーウ

ゲルギエフ氏
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【リスボンＡＦＰ時事】ドイツのメルケル前首

相は 日、 年間の政権在任中にロシアを主要な

ガス供給源とした判断が批判されていることにつ

いて、「全く後悔していない。むしろ当時の観点

からは正しかったと信じている」と述べた。訪問

先のリスボンで記者団に語った。

ドイツはガス供給の ％をロシアに頼ってお

り、ロシアのウクライナ侵攻後、ロシアヘのエネ

ルギー依存がドイツの「アキレスけん」として露

呈したが、メルケル氏は、脱原発で生じる空白を

埋めるためガス輸入を増やす必要があったと主

張。「ロシアからのガス調達がとても合理的かつ

理解可能だった。米国やサウジアラビア、カター

ルなどからの液化天然ガス（ＬＮＧ）より安かっ

た」と強調した。

旧東独育ちのメルケル氏はまた、「冷戦中でさ

え、ロシアは信頼できるエネルギー供給源だった」

と述べた。
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⊃

独
の
ガ
ス
供
給

ロ
シ
ア
に
依
存

メルケル氏 全く後悔ない

吹き飛ぶガラス 無数の傷

ロ
予
備
役
で
動
員
の
若
者
た
ち

弔慰金230万円 当局隠蔽も

ア
パ
ー
ト
は
、
れ
ん
が
造
り
。
主

に
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
が
入
居
す
る
高

層
ビ
ル
か
ら
１
０
０
㍍
ほ
ど
離
れ
て

い
る
。
中
庭
に
止
め
て
い
た
車
は
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
が
粉
々
に
な
り
大

破
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
動
か
ず
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
若
者
が
が
れ
き
を
入

れ
た
袋
を
抱
え
、
慌
た
だ
し
く
階
段

を
上
り
下
り
し
て
い
た
。

ミ
サ
イ
ル
が
飛
来
し
た
の
は

日

午
前
９
時
ご
ろ
。
ア
パ
ー
ト
最
上
階

で
両
親
と
暮
ら
す
リ
ー
タ
さ
ん

は
、
す
ぐ
に
身
の
回
り
の
品
を
ま
と

め
、
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
に
避
難
し
よ

う
と
し
た
。
そ
の
時
、
再
び
爆
音
が

聞
こ
え
、
窓
の
そ
ば
の
ベ
ッ
ド
に
座

っ
て
い
た
リ
ー
タ
さ
ん
は
吹
き
飛
ば

さ
れ
、
床
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
た
。

ガ
ラ
ス
片
を
浴
び
、
救
急
車
で
運

ば
れ
１
日
入
院
し
た
。
顔
に
は
い
く

つ
も
ば
ん
そ
う
こ
う
が
貼
ら
れ
、
切

り
傷
の
治
療
痕
に
血
が
に
じ
む
。
父

親
の
ビ
ク
ト
ル
さ
ん

は
頭
を
負

傷
。
ガ
ラ
ス
の
な
い
窓
か
ら
は
、
損

壊
し
て
フ
ロ
ア
が
む
き
出
し
に
な
っ

た
高
層
ビ
ル
が
見
え
た
。

東
部
ド
ネ
ツ
ク
州
ウ
グ
レ
ダ
ー
ル

で
暮
ら
し
て
い
た
。
今
年
２
月
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、

町
に
親
ロ
シ
ア
派
が
進
軍
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
軍
と
の
戦
闘
が
日
増
し
に
激
し

く
な
り
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
キ
ー

ウ
に
逃
げ
、
３
月
か
ら
こ
の
ア
パ
ー

ト
で
暮
ら
し
始
め
た
。
海
外
に
移
住

し
た
リ
ー
タ
さ
ん
の
妹
が
所
有
し
て

い
た
も
の
だ
。

激
戦
地
に
住
み
、
爆
音
に
は
慣
れ

て
い
た
。
そ
れ
以
上
の
衝
撃
音
を「
強

力
な
防
空
シ
ス
テ
ム
を
配
備
す
る
キ

ー
ウ
で
聞
く
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」。

近
く
に
は
高
層
ビ
ル
の
ほ
か
発
電
施

設
も
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
本
来
の
標
的

だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
真
相
は

分
か
ら
な
い
。キ
ー
ウ
中
心
部
で
は
、

軍
事
施
設
と
は
無
縁
の
子
ど
も
用
遊

具
が
並
ぶ
公
園
に
も
着
弾
し
た
。

部
屋
に
は
修
理
業
者
が
頻
繁
に
出

入
り
し
、
粉
じ
ん
が
漂
う
。
母
親
の

リ
ュ
ド
ミ
ラ
さ
ん

は
「
き
ょ
う

も
友
達
の
家
に
泊
め
て
も
ら
う
し
か

な
い
」
と
涙
を
浮
か
べ
た
。

（
キ
ー
ウ
共
同
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
苦
戦
す
る
ロ

シ
ア
軍
を
支
え
る
べ
く
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
が
９
月

日
に
予
備
役
の
部

分
動
員
令
を
出
し
て
か
ら
３
週
間
余

り
が
過
ぎ
た
。
目
標
と
す
る

万
人

の
う
ち「

万
人
以
上
が
集
ま
っ
た
」

（
シ
ョ
イ
グ
国
防
相
）
と
さ
れ
る
。

一
方
で
、
動
員
か
ら
わ
ず
か
約
２
週

間
で
「
無
言
の
帰
郷
」
を
遂
げ
る
若

者
ら
の
例
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
十

分
な
訓
練
を
受
け
な
い
ま
ま
戦
地
に

送
ら
れ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

「
残
念
な
が
ら
徴
兵
事
務
所
が
５

人
の
死
亡
を
確
認
し
た
」
。
中
部
チ

ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
州
は

日
、
地
元

メ
デ
ィ
ア
に
こ
う
説
明
。
「
１
人
当

た
り
追
加
の
弔
慰
金
１
０
０
万
㍔

（
約
２
３
０
万
円
）が
支
払
わ
れ
る
」

と
も
述
べ
た
。

英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
は
う
ち
３
人
を
特

定
。
知
人
ら
に
取
材
し
た
と
こ
ろ
、

訓
練
な
し
に
前
線
に
配
置
さ
れ
た
疑

い
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
９
月

〜

日
に
招
集
さ
れ
た
後
、
早
く

も
今
月
３
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
ル

ガ
ン
ス
ク
州
に
。
そ
の
後
、
南
部
の

ヘ
ル
ソ
ン
、
ザ
ポ
ロ
ジ
エ
両
州
に
送

ら
れ
、
９
日
に
家
族
が
死
亡
告
知
書

を
受
け
取
っ
た
。
動
員
に
伴
う
死
者

の
「
公
式
発
表
」
は
こ
れ
が
初
め
て

と
い
う
。

一
方
、
当
局
が
不
都
合
と
見
な
し

て
隠

い
ん

蔽
ぺ
い

を
図
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う

だ
。
ロ
シ
ア
中
部
ス
ベ
ル
ド
ロ
フ
ス

ク
州
の

歳
男
性
は
９
月

日
に
招

集
さ
れ
、
数
日
後
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

派
遣
。
今
月

日
に
戦
死
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

で
情
報
が
伝
え
ら
れ
た
。
徴
兵
事
務

所
は
母
親
に
「
生
き
て
い
る
」
と
説

明
し
た
が
、
妻
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
事
実
と

確
認
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
が

ゲ
ル
ギ
エ
フ
氏
追
放

ロ
シ
ア
人
指
揮
者

【
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
】

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
音
楽
ア
カ
デ
ミ

ー
は

日
、
外
国
人
会
員
の
ロ
シ
ア

人
指
揮
者
ワ
レ
リ
ー
・
ゲ
ル
ギ
エ
フ

氏
を
追
放
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

反
対
す
る
立
場
を
明
確
に
す
る
よ
う

求
め
た
が
、
応
じ
な
か
っ
た
の
が
理

由
。ア

カ
デ
ミ
ー
の
リ
ュ
デ
ー
ン
会
長

は
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
に
「
彼
は
わ
れ
わ
れ

が
距
離
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
態
度

を
取
っ
て
い
る

と
指
摘

こ
れ
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」と
説
明
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、
ロ
シ
ア

の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
親
交
の
あ
る

ゲ
ル
ギ
エ
フ
氏
が
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
の
首
席
指
揮
者
を
解
任
さ
れ
る
な

ど
、
芸
術
の
世
界
で
ロ
シ
ア
人
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
締
め
出
す
動
き
が
広
が

っ
て
い
る
。
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∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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∪
∪
∪
∪

【
ロ
ン
ド
ン
共
同
】
サ
ッ
カ
ー
元
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
代
表
の
故
デ
ィ
エ
ゴ
・
マ
ラ
ド
ー
ナ
さ
ん

が
、
１
９
８
６
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）

メ
キ
シ
コ
大
会
で「
神
の
手
」と
「
５
人
抜
き
」

の
伝
説
的
な
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
準
々
決
勝
の
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
戦
で
使
用
さ
れ
た
ボ
ー
ル
が
競
売

に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
、
英
競

売
会
社
の
グ
レ
ア
ム
・
バ
ド
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ズ
が
発
表
し
た
。

こ
の
試
合
の
主
審
を
務
め
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人

の
ア
リ
・
ビ
ン
ナ
セ
ル
さ
ん
が
出
品
し
、
落
札

価
格
は
２
５
０
万
〜
３
０
０
万
㍀
（
約
４
億
２

千
万
〜
５
億
円
）
と
予
想
さ
れ
る
。
ビ
ン
ナ
セ

ル
さ
ん
は
「
こ
の
ボ
ー
ル
は
国
際
サ
ッ
カ
ー
の

歴
史
の
一
部
で
、
世
界
と
共
有
す
る
時
が
や
っ

て
き
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

同
試
合
で
マ
ラ
ド
ー
ナ
さ
ん
が
着
用
し
た
ユ

ニ
ホ
ー
ム
も
今
年
競
売
に
か
け
ら
れ
、
約

億

６
千
万
円
で
落
札
さ
れ
た
。

ボール競売に
⊂⊂⊂⊂ マラドーナさん伝説ゴール ⊂⊂⊂⊂

Ｗ杯メキシコ大会のイング
ランド戦で 神の手 ゴール
を決めるマラドーナさん
左 ‖1986年 メキシコ市
ゲッティ‖共同

政
府
は

日
、
国
の
自
殺
対

策
の
指
針
と
な
る
新
た
な
自
殺

総
合
対
策
大
綱
を
閣
議
決
定
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化

を
踏
ま
え
、
自
殺
者
数
の
増
加

が
目
立
つ
女
性
の
支
援
を
「
当

面
の
重
点
施
策
」
に
位
置
付
け

対
策
を
強
化
。
来
年
４
月
に
発

足
す
る
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
と

連
携
し
、
子
ど
も
や
若
者
の
自

殺
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
と
し
た
。

大
綱
は
５
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
る
。今
回
は
現
状
に
つ
い
て
、

自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
だ
が
毎

年
２
万
人
を
超
え
る
水
準
で
推

移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
非
常

事
態
は
続
い
て
い
る
」と
指
摘
。

コ
ロ
ナ
流
行
で
自
殺
の
要
因
と

な
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
深
刻

化
し
、
女
性
や
小
中
高
生
で
増

加
し
て
い
る
と
分
析
し
た
。

２
０
２
１
年
の
女
性
の
自
殺

者
数
は
７
０
６
８
人
で
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
２
年
連
続
で
増
加

し
た
。
新
大
綱
に
基
づ
く
対
策

で
は
、
雇
用
問
題
を
重
く
み
て

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
き
め
細
か

な
相
談
支
援
な
ど
を
実
施
。
予

期
し
な
い
妊
娠
で
悩
み
や
不
安

を
抱
え
た
若
い
妊
婦
の
サ
ポ
ー

ト
を
拡
充
す
る
。
学
校
や
地
域

の
支
援
者
ら
が
連
携
し
て
子
ど

も
の
自
殺
を
防
ぐ
仕
組
み
も
構

築
す
る
。

年
の
前
回
大
綱
で
掲
げ

た
、
人
口

万
人
当
た
り
の
自

殺
者
数
（
自
殺
死
亡
率
）
を

年
ま
で
に

年
と
比
べ

％
以

上
減
少
さ
せ
る
と
の
数
値
目
標

は
維
持
す
る
。

女
性
自
殺
防
止
に
重
点

政
府

新
大
綱
を
閣
議
決
定

日

▽
提
出

民
間
資
金
活
用
公
共
施
設
整

備
促
進
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
法
改
正
案
、
地
方
公

共
団
体
議
会
議
員
・
長
の
選
挙
期
日
臨
時

特
例
法
案
、
最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
法

改
正
案
、
民
法
改
正
案
、
ガ
ス
事
業
法
・

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物

資
源
機
構
法
改
正
案
、
港
湾
法
改
正
案
、

日
米
貿
易
協
定
改
正
議
定
書
締
結
承
認
案

件
（
以
上
衆
院
へ
）
、
通
園
バ
ス
置
き
去

り
防
止
法
案
（
立
憲
民
主
、
日
本
維
新
の

会
、
共
産
の
３
会
派
、
衆
院
へ
）

塩
越

隆
雄
氏
（
し
お
こ
し
・
た

か
お
）

年
東
奥
日

報
社
。
編
集
局
長
な

ど
を
経
て

年
代
表

取
締
役
社
長
・
主

筆
、

年
代
表
取
締
役
会
長
・
主
筆
、

年
に
代
表
取
締
役
・
主
筆
。
青
森

県
出
身
。

釆
田

正
之
氏
（
わ
け
た
・
ま
さ

ゆ
き
）

年
東
奥
日

報
社
。
編
集
局
長
な

ど
を
経
て

年
常
務

取
締
役
、

年
に
取

締
役
・
社
長
執
行
役
員
。
青
森
市
出

身
。 末

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

◇
東
奥
日
報
社
人
事
（

月

日
）
代

表
取
締
役
会
長
・
主
筆
（
代
表
取
締
役
・

主
筆
）
塩
越
隆
雄
▽
代
表
取
締
役
社
長
・

社
長
執
行
役
員
（
取
締
役
・
社
長
執
行
役

員
）
釆
田
正
之
▽
常
務
取
締
役
・
常
務
執

行
役
員
（
取
締
役
・
常
務
執
行
役
員
）
遠

山
仁
、
田
中
徹

▼
も
ん
じ
ゅ
燃
料
の
移
動
完
了

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
は

日
、
廃
炉
作
業
中
の
高
速
増
殖
原
型

炉
も
ん
じ
ゅ
（
福
井
県
敦
賀
市
）
で
、

核
燃
料
を
原
子
炉
横
の
燃
料
貯
蔵
槽

か
ら
「
燃
料
池
」
と
呼
ば
れ
る
プ
ー

ル
へ
移
す
作
業
が

日
夜
に
完
了
し

た
と
発
表
し
た
。
２
０
４
７
年
度
の

廃
炉
完
了
に
向
け
、
４
段
階
に
分
け

た
う
ち
の
第
１
段
階
の
主
要
な
作
業

が
終
わ
っ
た
。

会
長

塩
越
氏

東
奥
日
報
社

東
奥
日
報
社
（
青
森
市
）
は

日
、決
算
取
締
役
会
を
開
き
、

塩
越
隆
雄
代
表
取
締
役
・
主
筆

が
代
表
取
締
役
会
長
・
主

筆
に
、
釆
田
正
之
取
締
役
・
社

長
執
行
役
員

が
代
表
取
締

役
社
長
・
社
長
執
行
役
員
に
な

る
人
事
を
内
定
し
た
と
発
表
し

た
。
役
付
き
の
取
締
役
を
復
活

さ
せ
た
。

月

日
の
定
時
株

主
総
会
と
取
締
役
会
で
正
式
決

定
す
る
。
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若田さん宇宙から会見
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無
重
力

体
が
覚
え
て
い
る

滞在５回目 日本人最多

今
月
、
日
本
人
最
多
と
な
る
５

回
目
の
宇
宙
滞
在
に
入
っ
た
若

田
光
一
飛
行
士

が

日
、
滞

在
先
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
か
ら
日
本
の
報
道

陣
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
見
し
「
閉

鎖
環
境
だ
か
ら
こ
そ
笑
い
を
絶

や
さ
な
い
よ
う
に
過
ご
し
た
い
。

心
身
の
健
康
に
留
意
し
て
、
長
丁

場
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。２

０
１
４
年
以
来
と
な
る
Ｉ
Ｓ

Ｓ
に
つ
い
て
、
設
備
が
増
え
た
り

新
し
く
な
っ
た
り
し
て
進
化
を
感

じ
た
と
い
う
若
田
さ
ん
。
無
重
力

の
環
境
に
は
「
こ
れ
ま
で
の
飛
行

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
。
ま
る
で
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
、
体
が
無
重
力

を
覚
え
て
く
れ
て
い
る
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

今
回
は
、
宇
宙
で
の
生
活
を
快

適
に
す
る
た
め
民
間
企
業
の
製
品

を
数
多
く
持
ち
込
ん
で
い
る
。
若

田
さ
ん
は
水
を
使
わ
ず
に
洗
髪
で

き
る
シ
ー
ト
が
便
利
だ
っ
た
と
話

し
「
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
用
品
を
使

っ
て
い
け
る
こ
と
が
楽
し
み
」
と

し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

つ
い
て
の
質
問
に
、
若
田
さ
ん
は

「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
世
界
各
国

の
宇
宙
飛
行
士
が
毎
日
協
力
し
て

仕
事
を
し
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

若
田
さ
ん
は
日
本
時
間
の
６
日

未
明
、
米
宇
宙
船
ク
ル
ー
ド
ラ
ゴ

ン
５
号
機
で
出
発
し
、
約

時
間

で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
着
い
た
。

歳
で
の
飛
行
は
日
本
人
最
高
齢

で
、
半
年
間
の
滞
在
中
に
は
将
来

の
月
や
火
星
探
査
を
見
据
え
て
実

験
す
る
。

記
者
会
見
で
逆
さ
に
な
っ
て
手
を
振
る
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